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講義
所属・役職名

実技

演習

単位

TEL

曜日 ３０回  60時間 携　帯 - -

E-mail

歯科衛生士法における歯科診療補助業務の位置づけを理解する。また、歯科診療補助と

介助の違いを理解し歯科診療における治療の概要、それにおける基礎知識、基礎技術を習得する。また、歯科材料学においては材料の

コンシステンシーと操作方法を理解し、歯科材料の科学的基礎知識及び基礎技術を習得する。基礎技術においては顎模型、マネキンを

用いて習得する。

授業計画・内容　　（進度・予定） 備　考

1 回目 講義）実習オリエンテーション

2 回目 講義）歯科診療補助概論（口腔内の基礎知識について）1

3 回目 講義）歯科診療補助概論（口腔内の基礎知識について）２

4 回目 実習）衛生材料①・②1

5 回目 実習）衛生材料①・②２

6 回目 実習）衛生材料③

7 回目 実習）衛生材料④

8 回目 講義）歯科診療室の基礎知識1（歯科材料の種類と特性）

9 回目 講義）歯科診療室の基礎知識2（歯科器材・機器の種類と特性）

10回目 講義）医療安全と感染予防

11回目 講義）消毒と滅菌

12回目 講義）消毒と滅菌の共同作業

13回目 講義）石膏について

14回目 実習）材料の取り扱い（石膏について）１

15回目 実習）材料の取り扱い（石膏について）２

小テスト、レポート、受講態度、学期末定期試験の総合で判断、評価

 

授業の概要と科目のねらい・到達目標

　〒　２２２　-００３３
神奈川県横浜市港北区新横浜２−６ー１０

　　　　　　教員　大西みのり　五味法子
吉野里美　秋田由恵

新横浜歯科衛生士・歯科技工士専門学校
歯科衛生士科

０４５−４７４−３７４１

info@dental-hygienist.ac.jp

単位 2

連絡先

分　類 　　　　必　 修　・ 選択必修

学　年 １年　　・　　２年

学　期 前　期 　・　 後　期

曜日・回数

時　限 限 　～　

教　授　要　綱　　シ　ラ　バ　ス
令和　　　２年　　　　3月　　　3日　

№54

授業科目名 歯科診療補助Ⅰ 担当教員
氏名

その他

副読本・資料 配布資料　　最新歯科衛生士教本（口腔外科・麻酔）　歯科補綴学　小児歯科学　歯科矯正学

評価方法

教科書 最新歯科衛生士教本（歯科診療補助　　歯科機器　歯科材料）

mailto:info@dental-hygienist.ac.jp
mailto:info@dental-hygienist.ac.jp
mailto:info@dental-hygienist.ac.jp
mailto:info@dental-hygienist.ac.jp
dhs007
四角形



講義
所属・役職名

実技

演習

16 回目 実習）歯科衛生材料・制作（綿栓）１

17 回目 実習）歯科衛生材料・制作（綿栓）２

18 回目 実習）歯科衛生材料・制作（綿球）１

19 回目 実習）歯科衛生材料・制作（綿球）２

20 回目 講義）アルジネート印象材について

21 回目 実習）アルジネート印象材の練和１

22 回目 実習）アルジネート印象材の練和２

23 回目 実習）アルジネート印象材・印象採得１顎模型

24 回目 実習）アルジネート印象材・印象採得２顎模型

25 回目 実習）アルジネート印象材マネキン装着した顎模型での印象採得１

26 回目 実習）アルジネート印象材マネキン装着した顎模型での印象採得２

27 回目 実習）アルジネート印象材マネキン装着した顎模型での印象採得３

28 回目 実習）アルジネート印象材マネキン装着した顎模型での印象採得４

29 回目 講義）歯科診療補助（前期）まとめ

30 回目 確認テスト

31 回目

32 回目

33 回目

34 回目

35 回目

36 回目

37 回目

38 回目

39 回目

40 回目

41 回目

42 回目

43 回目

44 回目

45 回目

教　授　要　綱　　シ　ラ　バ　ス
令和　　　２年　　　　3月　　　3日　 №55

授業科目名 歯科診療補助Ⅰ 担当教員
氏名

新横浜歯科衛生士・歯科技工士専門学校　歯科衛
生士科　教員
　大西みのり　五味法子　吉野里美
　　秋田由恵



講義
所属・役職名

実技

演習

単位

木 曜日  15 回    30時間

歯科衛生士に関わる法律に理解を深め、業務を適正に行えるようにする。

授業計画・内容　　（進度・予定） 備　考

1 回目 歯科衛生士と法律

2 回目 歯科衛生士法（１）

3 回目 歯科衛生士法（２）

4 回目 歯科衛生士法（３）

5 回目 歯科医師法

6 回目 歯科技工士法、医療法

7 回目 歯科医療と関わる法律（１）

8 回目 歯科医療と関わる法律（２）

9 回目 薬事に関連する法律

10回目 地域保健に関連する法律

11回目 社会保険

12回目 医療保険

13回目 介護保険

14回目 社会福祉

15回目 医療の動向

学則の試験規定で評価する

 

最新歯科衛生士教本　歯科衛生士と法律・制度（医歯薬出版株式会社）

前　期 　・　 後　期

教　授　要　綱　　シ　ラ　バ　ス
令和　　2　年　　　3　月　　　3　日　

№1

授業科目名 衛生行政 担当教員
氏名

分　類 　　　　必　 修　・ 選択必修

学　年 １年　　・　　２年

北原　稔

神奈川県小田原保険福祉事務所足柄ｾﾝ
ﾀｰ 非常勤 歯科医師

その他

曜日・回数

時　限 1限　9:00～10:50

評価方法

教科書

副読本・資料 必要に応じて適宜資料を配布する

授業の概要と科目のねらい・到達目標

連絡先

単位

学　期



Asai
四角形



Asai
四角形



Asai
四角形



Asai
四角形



Asai
四角形



Asai
四角形



Asai
四角形

Asai
四角形



Asai
四角形



Asai
四角形



Asai
四角形







Asai
四角形





講義
所属・役職名

実技

演習

単位

TEL

曜日 ６０回 120時間 携　帯 - -

E-mail

授業の概要と科目のねらい・到達目標 歯科診療補助に関する知識と基本的技術を習得し、臨床の場に対応し、臨床の場に対応

し得る能力を身に着ける。また、歯科診療の補助及び歯科診療の介助について理解し、その基本的知識を学ぶ。基本的技術においては

顎模型、マネキン、相互実習の段階を経て習得する。「歯科診療補助Ⅰ（基礎知識・基本技術）」で学んだものを踏まえ、各治療内容に

応じた適切な器材セッティング、材料の取り扱いについて留意事項を理解した上で歯科診療の補助に対応できる応用力を身につける。

授業計画・内容　　（進度・予定） 備　考

1 回目 講義）手指消毒およびスタンダードプリコーションの実践１

2 回目 実習）手指消毒およびスタンダードプリコーションの実践２

3 回目 実習）手指消毒およびスタンダードプリコーションの実践３

4 回目 実習）手指消毒およびスタンダードプリコーションの実践４

5 回目 講義）バキュームテクニックについて

6 回目 実習）バキュームテクニックの実践・マネキン

7 回目 講義）口腔内洗浄による共同作業１

8 回目 実習）口腔内洗浄による共同作業２

9 回目 講義）合着剤・接着剤について１

10回目 実習）合着剤・接着剤について２

11回目 講義）仮封剤について１

12回目 実習）仮封剤について２

13回目 実習）合着剤・接着剤・仮封剤の補助１

14回目 講義）合着剤・接着剤・仮封剤の補助２

15回目 講義）寒天印象材について１

小テスト、レポート、受講態度、学期末定期試験の総合で判断、評価

 

単位 6

連絡先

　〒　２２２　-００３３
神奈川県横浜市港北区新横浜２−６ー１０

分　類 　　　　必　 修　・ 選択必修

学　年 １年　　・　　２年

学　期 前　期 　・　 後　期 ０４５−４７４−３７４１

曜日・回数

時　限 限 　～　 info@dental-hygienist.ac.jp

教　授　要　綱　　シ　ラ　バ　ス
令和　　　２年　　　　3月　　　3日　

№56

授業科目名 歯科診療補助Ⅱ 担当教員

新横浜歯科衛生士・歯科技工士専門学校
歯科衛生士科

氏名
　　　　　　教員　大西みのり　五味法子

吉野里美　秋田由恵

その他

副読本・資料 配布資料　　最新歯科衛生士教本（口腔外科・麻酔）　歯科補綴学　小児歯科学　歯科矯正学

評価方法

教科書 最新歯科衛生士教本（歯科診療補助　　歯科機器　歯科材料）

mailto:info@dental-hygienist.ac.jp
mailto:info@dental-hygienist.ac.jp
mailto:info@dental-hygienist.ac.jp
mailto:info@dental-hygienist.ac.jp
dhs007
四角形



講義
所属・役職名

実技

演習

16 回目 実習）寒天印象材について２：寒天・アルジネート連合印象（マネキン実習）１

17 回目 実習）寒天印象材について２：寒天・アルジネート連合印象（マネキン実習）２

18 回目 講義）合成ゴム印象材・ゴム質印象材の取り扱い１

19 回目 実習)合成ゴム印象材・ゴム質印象材の取り扱い２（マネキン）

20 回目 講義）ワックスについて１

21 回目 講義/実習)各種材料における咬合採得法

22 回目 講義）ラバーダム防湿法について１

23 回目 実習)ラバーダム防湿法２

24 回目 実習)ラバーダム防湿法３

25 回目 実習)ラバーダム防湿法４

26 回目 講義）口腔内撮影方法について１

27 回目 実習)口腔内撮影法：相互実習１

28 回目 実習)口腔内撮影法：相互実習２

29 回目 実習)口腔内撮影法：相互実習３

30 回目 実習)口腔内撮影法：相互実習４

31 回目 成形充填（レジン・セメント）

32 回目 修復物の研磨

33 回目 ラバーダム防湿法１

34 回目 ラバーダム防湿法２

35 回目 ラバーダム防湿法３

36 回目 ラバーダム防湿法４

37 回目 ラバーダム防湿法５

38 回目 ラバーダム防湿法相互実習１

39 回目 ラバーダム防湿法相互実習２

40 回目 ラバーダム防湿法相互実習３

41 回目 ラバーダム防湿法相互実習４

42 回目 ラバーダム防湿法相互実習５

43 回目 ラバーダム防湿法相互実習６

44 回目 エックス線撮影法１

45 回目 エックス線撮影法２

教　授　要　綱　　シ　ラ　バ　ス
令和　　　２年　　　　3月　　　3日　 №57

授業科目名 歯科診療補助 Ⅱ 担当教員

新横浜歯科衛生士・歯科技工士専門学校　歯科衛
生士科　教員
　大西みのり　　五味法子　　吉野里美
　秋田由恵

氏名



講義
所属・役職名

実技

演習

46 回目 印象採得１（顎模型上：片顎）

47 回目 印象採得２（顎模型上:全額）

48 回目 印象採得相互実習１（片顎）

49 回目 印象採得相互実習２（片顎）

50 回目 講義）仮封材、合着材１

51 回目 実習）仮封材、合着材の練習

52 回目 実習）寒天連合印象材　共同作業

53 回目 講義）寒天連合印象材について

54 回目 歯科診療補助における歯科矯正学の共同作業１

55 回目 歯科診療補助における歯科矯正学の共同作業２

56 回目 歯科診療補助における口腔外科学共同作業１

57 回目 歯科診療補助における口腔外科学共同作業２

58 回目 歯科診療補助における口腔外科学共同作業３

59 回目 歯科診療補助における口腔外科学共同作業４

60 回目 総合まとめ

教　授　要　綱　　シ　ラ　バ　ス
令和　　　２年　　　　3月　　　3日　 №58

授業科目名 歯科診療補助 Ⅱ 担当教員

新横浜歯科衛生士・歯科技工士専門学校　歯科衛
生士科　教員
　大西みのり　　五味法子　　吉野里美
　秋田由恵

氏名



講義
所属・役職名

実技

演習

単位

TEL

曜日 ３０回 60時間 携　帯 - -

E-mail

授業の概要と科目のねらい・到達目標 歯科診療補助に関する知識と基本的技術を習得し、臨床の場に対応し、臨床の場に対応

し得る能力を身に着ける。また、歯科診療の補助及び歯科診療の介助について理解し、その基本的知識を学ぶ。基本的技術においては

顎模型、マネキン、相互実習の段階を経て習得する。「歯科診療補助Ⅰ（基礎知識・基本技術）」で学んだものを踏まえ、各治療内容に

応じた適切な器材セッティング、材料の取り扱いについて留意事項を理解した上で歯科診療の補助に対応できる応用力を身につける。

授業計画・内容　　（進度・予定） 備　考

61 回目 保存治療時の診療補助

62 回目 保存治療時の診療補助

63 回目 保存治療時の診療補助

64 回目 保存治療時の診療補助

65 回目 保存治療時の診療補助

66 回目 保存治療時の診療補助

67 回目 保存治療時の診療補助

68 回目 保存治療時の診療補助

69 回目 暫間被覆冠

70回目 暫間被覆冠

71回目 暫間被覆冠

72回目 暫間被覆冠

73回目 暫間被覆冠

74回目 暫間被覆冠

75回目 暫間被覆冠

小テスト、レポート、受講態度、学期末定期試験の総合で判断、評価

 

評価方法

副読本・資料 配布資料　　最新歯科衛生士教本（口腔外科・麻酔）　歯科補綴学　小児歯科学　歯科矯正学

その他

教科書 最新歯科衛生士教本（歯科診療補助　　歯科機器　歯科材料）

教　授　要　綱　　シ　ラ　バ　ス
令和　　　２年　　　　3月　　　3日　

№59

授業科目名 歯科診療補助Ⅱ 担当教員

新横浜歯科衛生士・歯科技工士専門学校
歯科衛生士科

氏名
　　　　　　教員　大西みのり　五味法子

吉野里美　秋田由恵

単位 6

連絡先

　〒　２２２　-００３３
神奈川県横浜市港北区新横浜２−６ー１０

分　類 　　　　必　 修　・ 選択必修

学　年 １年　　・　　２年

学　期 前　期 　・　 後　期 ０４５−４７４−３７４１

曜日・回数

時　限 限 　～　 info@dental-hygienist.ac.jp

mailto:info@dental-hygienist.ac.jp
mailto:info@dental-hygienist.ac.jp
mailto:info@dental-hygienist.ac.jp
mailto:info@dental-hygienist.ac.jp
dhs007
四角形



講義
所属・役職名

実技

演習

76 回目 補綴治療時の診療補助

77 回目 補綴治療時の診療補助

78 回目 補綴治療時の診療補助

79 回目 補綴治療時の診療補助

80 回目 補綴治療時の診療補助

81 回目 補綴治療時の診療補助

82 回目 歯周外科処置の診療補助

83 回目 歯周外科処置の診療補助

84 回目 歯周外科処置の診療補助

85 回目 歯周外科処置の診療補助

86 回目 歯周外科処置の診療補助

87 回目 歯周外科処置の診療補助

88 回目 総合実習

89 回目 総合実習

90 回目 総合実習

教　授　要　綱　　シ　ラ　バ　ス
令和　　　２年　　　　3月　　　3日　 №60

授業科目名 歯科診療補助 Ⅱ 担当教員

新横浜歯科衛生士・歯科技工士専門学校　歯科衛
生士科　教員
　大西みのり　　五味法子　　吉野里美
　秋田由恵

氏名



講義 所属・役職名

実技

演習

単位

TEL

45回 315時間 携　帯 - -

E-mail

授業の概要と科目のねらい・到達目標

学校で学んだ基礎知識や技術を基に、臨床歯科医院における歯科衛生士の仕事や役割について学ぶ。 　また患者を中心として展開されるチーム医療について

理解する（①診療準備 ②診療補助 ③イニシャルプレパレーションにおける歯科衛生士の仕事の見学と理解）。歯科医師、歯科衛生士、歯科技工士による

チームアプローチの流れを理解すること。 包括的歯科臨床において、実習で学んだ知識と技術を少しでも身につけ今後に生かしてもらう。

【目標】 ・診療室の清掃、診療器具類の消毒、滅菌法などを理解する・各種の充填材料、セメント類の取り扱い法を理解し、治療の準備と見学、補助を行なう。

 ・歯科医院における歯科衛生士の業務内容を理解する・チームの一員として協働し、業務を展開することができる

授業計画・内容　　（進度・予定） 備　考

1 回目 臨床実習オリエンテーションⅠ 以下、臨床実習指導教員

2 回目 医療人としての基本姿勢①身だしなみ・挨拶・患者対応・態度 浅野　倉栄、片山　繁樹、

3 回目 医療人としての基本姿勢②身だしなみ・挨拶・患者対応・態度 鴨志田　義功、鈴木　東次、

4 回目 医療人としての基本姿勢③身だしなみ・挨拶・患者対応・態度 八幡　牧雄、高橋　宏嘉、

5 回目 医療人としての基本姿勢④身だしなみ・挨拶・患者対応・態度 小泉　日出一、後藤　哲哉、

6 回目 医療人としての基本姿勢⑤身だしなみ・挨拶・患者対応・態度 礒部　博行、三條　京子、

7 回目 医療人としての基本姿勢⑥身だしなみ・挨拶・患者対応・態度 土田　眞美、秋本　尚武、

8 回目 医療人としての基本姿勢⑦身だしなみ・挨拶・患者対応・態度 久保倉　弘孝、夏堀　祥二郎、

9 回目 医療人としての基本姿勢⑧身だしなみ・挨拶・患者対応・態度 酒井　康二、伊藤　孝介、

10回目 医療人としての基本姿勢⑨身だしなみ・挨拶・患者対応・態度 大橋　延弘、地挽　雅人

11回目 医療人としての基本姿勢⑩身だしなみ・挨拶・患者対応・態度

12回目 医療人としての基本姿勢⑪身だしなみ・挨拶・患者対応・態度

13回目 医療人としての基本姿勢⑫身だしなみ・挨拶・患者対応・態度

14回目 医療人としての基本姿勢⑬身だしなみ・挨拶・患者対応・態度

15回目 医療人としての基本姿勢⑭身だしなみ・挨拶・患者対応・態度

知識・技術・実習態度 ・身装 ・口頭試験 特に、個人の実習に対する積極性及び総合的判断能力を重点的に評価する。

教　授　要　綱　　シ　ラ　バ　ス
令和　　　２年　　　　3月　　　3日　

№62

その他

評価方法

教科書 教科書　： 「専門科目の教科書」

副読本・資料 参考書　： 「臨床実習帳」

０４５−４７４−３７４１

曜日・回数

時　限 info@dental-hygienist.ac.jp

授業科目名 臨床実習Ⅰ 担当教員

臨床実習歯科医院　勤務歯科医師

氏名 下記備考欄参照

　〒　２２２　-００３３
神奈川県横浜市港北区新横浜２−６ー１０

分　類 　　　　必　 修　・ 選択必修

学　年 ２年

月曜日～水曜日、金曜日

1回　7時間（60分=1時間）

単位 7

連絡先
学　期 前　期 　・　 後　期

mailto:info@dental-hygienist.ac.jp
mailto:info@dental-hygienist.ac.jp
mailto:info@dental-hygienist.ac.jp
mailto:info@dental-hygienist.ac.jp
dhs007
四角形



講義 所属・役職名

実技

演習

16 回目 受付（問診表の記載内容・診療録準備）① 備　考

17 回目 受付（問診表の記載内容・診療録準備）② 以下、臨床実習指導教員

18 回目 感染予防対策・臨床検査法・救急処置・心肺蘇生①感染予防対策の知識 浅野　倉栄、片山　繁樹、

19 回目 感染予防対策・臨床検査法・救急処置・心肺蘇生②感染予防対策管理 鴨志田　義功、鈴木　東次、

20 回目 感染予防対策・臨床検査法・救急処置・心肺蘇生③感染予防対策の実践 八幡　牧雄、高橋　宏嘉、

21 回目 感染予防対策・臨床検査法・救急処置・心肺蘇生④臨床検査法 小泉　日出一、後藤　哲哉、

22 回目 感染予防対策・臨床検査法・救急処置・心肺蘇生➄救急処置 礒部　博行、三條　京子、

23 回目 感染予防対策・臨床検査法・救急処置・心肺蘇生⑥心肺蘇生 土田　眞美、秋本　尚武、

24 回目 エックス線写真撮影①防護方法 久保倉　弘孝、夏堀　祥二郎、

25 回目 エックス線写真撮影②検査目的 酒井　康二、伊藤　孝介、

26 回目 エックス線写真撮影③咬合法撮影法 大橋　延弘、地挽　雅人

27 回目 エックス線写真撮影④咬翼法撮影

28 回目 エックス線写真撮影⑤パノラマエックス線撮影

29 回目 エックス線写真撮影⑥頭部エックス線写真規格撮影法

30 回目 エックス線写真の現像と管理①フィルム手現像方法

31 回目 エックス線写真の現像と管理②インスタント現像方法

32 回目 エックス線写真の現像と管理③自動現像方法

33 回目 材料の取り扱い①模型作製

34 回目 材料の取り扱い②個人トレー・個歯トレー作製

35 回目 材料の取り扱い③セメントの取り扱い

36 回目 共同作業①患者の誘導

37 回目 共同作業②バキューム操作

38 回目 共同作業③ライティング操作

39 回目 麻酔①局所麻酔の知識と取り扱い

40 回目 う蝕予防処置・スケーリング・ルートプレーニング・保健指導①フッ素の局所応用

41 回目 う蝕予防処置・スケーリング・ルートプレーニング・保健指導②小窩裂溝填塞法

42 回目 う蝕予防処置・スケーリング・ルートプレーニング・保健指導③口腔内検査

43 回目 う蝕予防処置・スケーリング・ルートプレーニング・保健指導④スケーリング

44 回目 う蝕予防処置・スケーリング・ルートプレーニング・保健指導⑤歯面研磨

45 回目 う蝕予防処置・スケーリング・ルートプレーニング・保健指導⑥保健指導

教　授　要　綱　　シ　ラ　バ　ス
令和　　　２年　　　　3月　　　3日　

№62

授業科目名 臨床実習Ⅰ 担当教員
氏名

臨床実習歯科医院　勤務歯科医師

下記備考欄参照



Asai
四角形



Asai
四角形



講義 所属・役職名

実技

演習

単位

TEL

曜日 １５回  30時間 携　帯 - -

E-mail

授業の概要と科目のねらい・到達目標 「歯科診療補助演習Ⅱ（臨床技術)」で学んだ歯科診療補助に関する知識とその基本的

技術の反復復習を行い、臨床の場での対応能力についてさらに伸長させる。また歯科診療の補助及び歯科診療の介助についての

さらなる理解とその基本的知識を学ぶ。基本的技術では顎模型、マネキン、相互実習、の段階を経た習熟を行う。各課程で学んだことを

踏まえ、体的留意事項を理解し応用力を身につける。

授業計画・内容　　（進度・予定） 備　考

1 回目 講義）各種隔離法/歯周パックの取り扱い１

2 回目 実習）各種隔離法/歯周パックの取り扱い２

3 回目 講義）暫間固定法　基礎知識

4 回目 実習）暫間固定法　マネキン実習

5 回目 講義）口腔外科器材の取り扱い（使用器材名称と用途）

6 回目 実習）口腔外科器材の取り扱い実践

7 回目 矯正歯科診療の流れ（使用器材の名称と用途）

8 回目 矯正歯科診療の流れ（ブラケット装着方法）

9 回目 矯正歯科診療の流れ（ブラケット撤去方法）

10回目 個人トレー使用目的、材料の取り扱い１

11回目 実習）個人トレー使用目的、材料の取り扱い２

12回目 シリコーンゴム印象材による精密印象採得１

13回目 実習）シリコーンゴム印象材による精密印象採得２

14回目 実習）各種材用別咬合採得1（相互）

15回目 実習）各種材用別咬合採得2（相互）

小テスト、レポート、受講態度、学期末定期試験の総合で判断、評価

 

単位 1

連絡先

　〒　２２２　-００３３
神奈川県横浜市港北区新横浜２−６ー１０

分　類 　　　　必　 修　・ 選択必修

学　年 １年　・　２年　・　３年

学　期 前　期 　・　 後　期 ０４５−４７４−３７４１

曜日・回数

時　限 限 　～　 info@dental-hygienist.ac.jp

教　授　要　綱　　シ　ラ　バ　ス
令和　　　２年　　　　3月　　　3日　

№61

授業科目名 歯科診療補助Ⅲ 担当教員

新横浜歯科衛生士・歯科技工士専門学校
歯科衛生士科

氏名
　　　　　　教員　大西みのり　五味法子

吉野里美　秋田由恵

その他

副読本・資料 配布資料　　最新歯科衛生士教本（口腔外科・麻酔）　歯科補綴学　小児歯科学　歯科矯正学

評価方法

教科書 最新歯科衛生士教本（歯科診療補助　　歯科機器　歯科材料）

mailto:info@dental-hygienist.ac.jp
mailto:info@dental-hygienist.ac.jp
mailto:info@dental-hygienist.ac.jp
mailto:info@dental-hygienist.ac.jp
dhs007
四角形



講義 所属・役職名

実技

演習

単位

TEL

90回 630時間 携　帯 - -

E-mail

授業の概要と科目のねらい・到達目標

学校で学んだ基礎知識や技術を基に、臨床歯科医院における歯科衛生士の仕事や役割について学ぶ。 　また患者を中心として展開されるチーム医療について

理解する（①診療準備 ②診療補助 ③イニシャルプレパレーションにおける歯科衛生士の仕事の見学と理解）。歯科医師、歯科衛生士、歯科技工士による

チームアプローチの流れを理解すること。 包括的歯科臨床において、実習で学んだ知識と技術を少しでも身につけ今後に生かしてもらう。

【目標】 ・診療室の清掃、診療器具類の消毒、滅菌法などを理解する・各種の充填材料、セメント類の取り扱い法を理解し、治療の準備と見学、補助を行なう。

 ・歯科医院における歯科衛生士の業務内容を理解する・チームの一員として協働し、業務を展開することができる

授業計画・内容　　（進度・予定） 備　考

1 回目 臨床実習オリエンテーション 以下、臨床実習指導教員

2 回目 保存処置治療の知識・介助・理解①窩洞形成について 浅野　倉栄、片山　繁樹、

3 回目 保存処置治療の知識・介助・理解②コンポジットレジン修復について 鴨志田　義功、鈴木　東次、

4 回目 保存処置治療の知識・介助・理解③グラスアイオノマー修復について 八幡　牧雄、高橋　宏嘉、

5 回目 保存処置治療の知識・介助・理解④インレー・アンレー合着について 小泉　日出一、後藤　哲哉、

6 回目 保存処置治療の知識・介助・理解⑤印象採得 礒部　博行、三條　京子、

7 回目 保存処置治療の知識・介助・理解⑥抜髄 土田　眞美、秋本　尚武、

8 回目 保存処置治療の知識・介助・理解⑦根管治療 久保倉　弘孝、夏堀　祥二郎、

9 回目 保存処置治療の知識・介助・理解⑦根管治療 酒井　康二、伊藤　孝介、

10回目 保存処置治療の知識・介助・理解⑧根管充填 大橋　延弘、地挽　雅人

11回目 保存処置治療の知識・介助・理解⑧根管充填

12回目 保存処置治療の知識・介助・理解⑨ラバーダム防湿

13回目 保存処置治療の知識・介助・理解⑩仮封

14回目 補綴処置治療の知識・介助・理解①全部床・部分床義歯印象採得

15回目 補綴処置治療の知識・介助・理解②咬合採得

知識・技術・実習態度 ・身装 ・口頭試験 特に、個人の実習に対する積極性及び総合的判断能力を重点的に評価する。

教　授　要　綱　　シ　ラ　バ　ス
令和　　　２年　　　　3月　　　3日　

№63

授業科目名 臨床実習Ⅱ 担当教員

臨床実習歯科医院　勤務歯科医師

氏名 下記備考欄参照

単位 14

連絡先

　〒　２２２　-００３３
神奈川県横浜市港北区新横浜２−６ー１０

分　類 　　　　必　 修　・ 選択必修

学　年 １年　・　２年　・　３年

学　期 前　期 　・　 後　期

その他

０４５−４７４−３７４１

曜日・回数 月曜日～水曜日、金曜日

時　限 1回　7時間（60分=1時間） info@dental-hygienist.ac.jp

評価方法

教科書 教科書　： 「専門科目の教科書」

副読本・資料 参考書　： 「臨床実習帳」

mailto:info@dental-hygienist.ac.jp
mailto:info@dental-hygienist.ac.jp
mailto:info@dental-hygienist.ac.jp
mailto:info@dental-hygienist.ac.jp
dhs007
四角形



講義 所属・役職名

実技

演習

16 回目 補綴処置治療の知識・介助・理解③人工歯選択 備　考

17 回目 補綴処置治療の知識・介助・理解④義歯装着 以下、臨床実習指導教員

18 回目 補綴処置治療の知識・介助・理解⑤義歯清掃 浅野　倉栄、片山　繁樹、

19 回目 補綴処置治療の知識・介助・理解⑥補綴物装着患者衛生指導 鴨志田　義功、鈴木　東次、

20 回目 補綴処置治療の知識・介助・理解⑦支台築造用形成 八幡　牧雄、高橋　宏嘉、

21 回目 補綴処置治療の知識・介助・理解⑧支台築造用印象採得 小泉　日出一、後藤　哲哉、

22 回目 補綴処置治療の知識・介助・理解⑨支台築造装着 礒部　博行、三條　京子、

23 回目 補綴処置治療の知識・介助・理解⑩支台歯形成 土田　眞美、秋本　尚武、

24 回目 補綴処置治療の知識・介助・理解⑪冠・橋義歯印象採得 久保倉　弘孝、夏堀　祥二郎、

25 回目 補綴処置治療の知識・介助・理解⑫冠・橋義歯着装 酒井　康二、伊藤　孝介、

26 回目 補綴処置治療の知識・介助・理解⑬アルジネート印象採得 大橋　延弘、地挽　雅人

27 回目 小児歯科治療の知識・介助・理解①初診見学

28 回目 小児歯科治療の知識・介助・理解②非協力児介助

29 回目 小児歯科治療の知識・介助・理解③歯冠修復（乳歯冠以外）

30 回目 小児歯科治療の知識・介助・理解④歯髄処置

31 回目 小児歯科治療の知識・介助・理解⑤生活歯髄切断法

32 回目 小児歯科治療の知識・介助・理解⑥抜髄・根管治療・根管充填

33 回目 小児歯科治療の知識・介助・理解⑦咬合誘導

34 回目 小児歯科治療の知識・介助・理解⑨障害児・者の介助

35 回目 小児歯科治療の知識・介助・理解⑩予防処置・予防填塞・フッ化物塗布

36 回目 小児歯科治療の知識・介助・理解⑪保健指導

37 回目 矯正歯科治療の知識・介助・理解①矯正相談

38 回目 矯正歯科治療の知識・介助・理解②資料採得

39 回目 矯正歯科治療の知識・介助・理解③顎外固定装置作製・調整

40 回目 矯正歯科治療の知識・介助・理解④エッジワイズ装着①

41 回目 矯正歯科治療の知識・介助・理解④エッジワイズ装着②

42 回目 矯正歯科治療の知識・介助・理解④エッジワイズ装着③

43 回目 矯正歯科治療の知識・介助・理解④エッジワイズ装着④

44 回目 矯正歯科治療の知識・介助・理解④エッジワイズ装着⑤

45 回目 矯正歯科治療の知識・介助・理解：エッジワイズ法について
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46 回目 矯正歯科治療の知識・介助・理解：拡大装置 備　考

47 回目 矯正歯科治療の知識・介助・理解：舌側弧線装置 以下、臨床実習指導教員

48 回目 矯正歯科治療の知識・介助・理解：保定装置 浅野　倉栄、片山　繁樹、

49 回目 矯正歯科治療の知識・介助・理解：口腔内写真 鴨志田　義功、鈴木　東次、

50 回目 歯周治療の知識・介助・理解①歯周治療 八幡　牧雄、高橋　宏嘉、

51 回目 歯周治療の知識・介助・理解②歯周外科手術 小泉　日出一、後藤　哲哉、

52 回目 歯周治療の知識・介助・理解③歯周精密検査 礒部　博行、三條　京子、

53 回目 歯周治療の知識・介助・理解④歯周外科手術器具 土田　眞美、秋本　尚武、

54 回目 歯周治療の知識・介助・理解⑤歯周外科手術の準備・片付け 久保倉　弘孝、夏堀　祥二郎、

55 回目 歯周治療の知識・介助・理解⑥歯周外科/縫合用器具の取り扱いと介助 酒井　康二、伊藤　孝介、

56 回目 歯周治療の知識・介助・理解⑦歯周包帯 大橋　延弘、地挽　雅人

57 回目 歯周治療の知識・介助・理解⑧手術後の洗浄と抜糸

58 回目 歯周治療の知識・介助・理解⑨咬合調整

59 回目 歯周治療の知識・介助・理解⑩暫間固定

60 回目 歯周治療の知識・介助・理解⑪スケーリング・ルートプレーニング

61 回目 歯周治療の知識・介助・理解⑫保健指導

62 回目 口腔外科の知識・介助・理解①初診見学（患者対応）

63 回目 口腔外科の知識・介助・理解②初診見学（臨床診断）

64 回目 口腔外科の知識・介助・理解③小手術の準備（術前問診）

65 回目 口腔外科の知識・介助・理解④小手術の準備（患者の状態を観察）

66 回目 口腔外科の知識・介助・理解⑤小手術の準備（バイタルサインの正常値及びチェック方法）

67 回目 口腔外科の知識・介助・理解⑥小手術の準備（術式）

68 回目 口腔外科の知識・介助・理解⑦小手術の準備（清潔域と不潔域）

69 回目 口腔外科の知識・介助・理解⑧小手術の準備（感染防護の確認）

70 回目 口腔外科の知識・介助・理解⑨小手術の準備（使用器材、器具の名称と用途）

71 回目 口腔外科の知識・介助・理解⑩小手術の準備（器具・器材の準備）

72 回目 口腔外科の知識・介助・理解①薬剤・麻酔剤の準備（麻酔に使用する薬剤・器具）

73 回目 口腔外科の知識・介助・理解②薬剤・麻酔剤の準備（使用薬剤）

74 回目 口腔外科の知識・介助・理解①患者急変時の対応①常備の救急薬剤

75 回目 口腔外科の知識・介助・理解②急変時に使用するモニタリング機器
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76 回目 口腔外科の知識・介助・理解③AED 備　考

77 回目 口腔外科の知識・介助・理解④適切な対応法 以下、臨床実習指導教員

78 回目 口腔外科の知識・介助・理解①治療の流れ、術後注意・内容理解・補助（普通抜歯・難抜歯・埋伏歯抜歯） 浅野　倉栄、片山　繁樹、

79 回目 口腔外科の知識・介助・理解②治療の流れ、術後注意・内容理解・補助（歯肉膿瘍） 鴨志田　義功、鈴木　東次、

80 回目 口腔外科の知識・介助・理解③治療の流れ、術後注意・内容理解・補助（顎関節症） 八幡　牧雄、高橋　宏嘉、

81 回目 口腔外科の知識・介助・理解④治療の流れ、術後注意・内容理解・補助（舌小帯短縮術・上唇小帯過短症） 小泉　日出一、後藤　哲哉、

82 回目 口腔外科の知識・介助・理解⑤治療の流れ、術後注意・内容理解・補助（歯の脱臼） 礒部　博行、三條　京子、

83 回目 口腔外科の知識・介助・理解⑥治療の流れ、術後注意・内容理解・補助（骨折） 土田　眞美、秋本　尚武、

84 回目 口腔外科の知識・介助・理解⑦治療の流れ、術後注意・内容理解・補助（顎関節脱臼） 久保倉　弘孝、夏堀　祥二郎、

85 回目 口腔外科の知識・介助・理解⑧治療の流れ、術後注意・内容理解・補助（粘膜疾患） 酒井　康二、伊藤　孝介、

86 回目 大橋　延弘、地挽　雅人

87 回目

88 回目 口腔外科の知識・介助・理解①抜歯後の注意と説明

89 回目 口腔外科の知識・介助・理解①手術後の洗浄と抜糸（器具の準備）

90 回目 口腔外科の知識・介助・理解②手術後の洗浄と抜糸（治療の介助）

92 回目

93 回目

94 回目

95 回目

96 回目

97 回目

98 回目

99 回目

100 回目

101 回目

102 回目

103 回目

口腔外科の知識・介助・理解⑩治療の流れ、術後注意・内容理解・補助
（三叉神経痛・歯槽骨整形術・顎変形症・口唇口蓋裂・）

口腔外科の知識・介助・理解⑨治療の流れ、術後注意・内容理解・補助（粘液腫・ガマ種・エプーリス・
唾液腺腫・唾石症）
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